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〈健康〉 

・自分や他者の命を大切にして

健康に生きる力を育む。 

・体調を管理する力や状況の変

化に対応する力を育む。 

・食事や排泄、更衣、また清潔さを保つことなど基本的な生活習慣の確立を図る。 

・自分や家族、仲間の命の大切さについて学べるようにする。 

・健康・安全に配慮した自己の健康管理を身につける。 

・状況の変化に対して、情緒の安定を図りながら学校生活を送れるようにする。 

・自分の特性や障害について知り、社会で自分らしく生きる力を身につける。 

今まで培ってきた力を土台にして、基本的

な生活習慣やコミュニケーションの力、認識

の力を元に、学習を積み上げる。 

１ 生徒の実態および卒業後の進路に応じ

た、豊かな学びを支える高等部教育を行う。 

〇社会生活を送ることを意識しながら生徒

の実態に応じて集団生活に適応する力を

身につけられるようにする。 

○必要な支援を受けつつ、社会自立並びに

社会参加する方法を生徒及び保護者とと

もに考え、適切な進路学習を行う。 

○青年期にふさわしい職業教育のあり方を

検討し、教育課程に位置づけ実施する。 

２ 卒業後の生活に生かす力を育てるととも

に、青年期の教育的ニーズにこたえる教育

を行う。 

○「各教科の指導」と、「各教科等を合わせ

た指導」を適切に配置して教育課程を編

成することで、育てたい資質や能力を明

確にし、教科横断的に学習を行い、社会

でたくましく生き抜く力を養う。 

〈学習〉 

・社会生活に必要な知識や技能

を身につけ、生活に生きる力

を育む。 

・豊かな学びの体験を通して認知面における基礎的な力を身につけ、活動の見通

しや興味・関心の幅を拡げる。 

・社会生活に役立つ読み書きや計算の力を伸ばし、身の回りの出来事を理解する

力や思考力、想像力を育てる。 

・金銭管理や交通機関等を活用した移動能力等の生活上のスキルの向上を図る。 

・職業（進路学習）、作業学習を中心に、職業生活に関する知識・技能を高め、一

般就労及び福祉就労への意欲を育てる。 

〈社会性〉 

・仲間を認め合い、集団のルー

ルを守りながら、協力しあっ

て活動する力を育む。 

・仲間との活動を通して、集団活動の基本を学び、集団活動に参加する力を育て

る。 

・人との関わりの中で、自らの役割を理解し、役立つ喜びを味わえるようにする。 

・互いのよさを見つけ、違いを尊重し合い、信頼し合いながら生活する。 

・あいさつなどの基本的なコミュニケーションの力や、公共の場でのマナーやル

ールについて学び、社会生活への理解を深める。 

〈主体性〉 

・達成感や成就感をもちながら

自己肯定感を高め、目標をも

ってより自立的に生活する

意欲と態度を育む。 

・課題に対し、自ら考え、判断し、主体的に行動できる力を育てる。 

・目標をもって取り組み、達成感や成就感を味わい、自己肯定感を育てる。 

・社会生活における支援について知り、必要な支援を受けながら自立的な生活を

送ろうとする意欲を高める。 


